
 令和８年４月 13 日（月） 

  ＴＥＡＭ 戸上 
                              千曲市立戸倉上山田中学校だより ＮＯ．１   文責 福田菜津子 

 

 令和 8年度が始まりました 
 152 名の新入生を迎え、令和 8年度がスタートしました。 

  4 月 6 日の入学式は晴天に恵まれ、テニスコート脇にある桜も満開。 

  入学式には、中村洋一教育長職務代理や多くのご来賓の皆様にご臨席 

たまわりました。ありがとうございました。 

  1 年生は、緊張した面持ちの中、しっかりと式に臨む姿が印象的でした。  

また、入学式の後、新たに西澤真一校長が着任し、始業式を行いました。 

校長先生から「三方よし」の話がありました。「三方よし」はもともと、近江 

商人の経営理念として広がりました。「自分よし 相手よし 世間（環境）よし、 

どれもがプラスになる関係性を作っていきましょう。 自分だけがよければよい 

ということではない、隣の友達もよい状態、それをとりまく環境もよい状態それ 

を意識していきましょう」という話がありました。 

  校訓の「努力 友愛 責任」にもつながる言葉です。 これからの生活の中で、「これは三方よしかな？」と

確認していかれればと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆令和８年度 新任職員の紹介◆◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学習オリエンテーション 

8 日には、学力向上推進係の入間川先生から「なぜ学習するのか？」という話や、各教科の先生から各

教科で学ぶこと、どのような力を身につけてほしいのかなどの話を聞きました。 

体育館では、「なぜ学習するのか？」という問いかけに、学年を超えて、1 年生、2 年生、3 年生と交流し

て考えあいました。3 年生から「世界が広がる」という話がありました。また、各教科の先生から「日常にあ

ふれる小さななぜを解決する」「生活の中に学んだ内容がどのように応用されているのか、調べよう、考え

よう」などの話がありました。 

  この 1 年、なぜ学習するのか考え、1 年後、授業の中で、自分で判断し、自分で行動できたか、助けを求

めることができたか、学習して何が変わったのか、ふりかえられるとよいです。  

  そのために、生徒と教師がそれぞれ役割と責任を果たし、ともに授業を創りあっていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学を学ぶと水の量が見えてくる      理科を学ぶと水の正体がわかってくる  

社会を学ぶと水の旅が見えるようになる    美術を学ぶと水を美しく見ることができる 

音楽を学ぶと水から音を生み出せるようになる   技術を学ぶとコップのすごさがわかる  

保健体育を学ぶと水が体にとってどれだけ大切かがわかる  

道徳を学ぶと水をだれかと分ける気持ちを育てられる     

国語を学ぶとこの話がちゃんと伝わる              

英語を学ぶとこの話を世界中の人と分かち合えるようになる  

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

令和 8 年度が始まりました。安心・安全・信頼の学校を目指して、「TEAM 戸上」職員一丸とな

って取り組みます。どうぞよろしくお願いいたします。  

何か、お気づきのことがありましたら是非、学校にお知らせください。 

なお、今年度から部活動がなくなり、生徒の下校時刻が原則、一斉となります。昨年度と日課に

大きな変更はありませんが、千曲坂城クラブの活動に移動する生徒は、これまでより広範囲での移

動もでてきます。くれぐれも安全に気をつけるよう、ご家庭でもお話ください。 

また、支援会議、PTA等の諸会合の開始時間について、時間を早め、教職員の勤務時間内から

開始したいと思います。お忙しい中とは存じますが、ご理解いただきご協力をお願いします。 


